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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

point !

五日町通りを美装化 （イメージ図） 市立大町総合病院

　新年度予算（議案第３６～４４号）に関する委員会での審査や意見をまとめました。予算審
査から見える令和８年度の新たな取り組みや問題点の主なものをお知らせします。
　未来の大町市をつくるための取り組みや、予算審査で話し合った内容をお伝えします。

新街なみ環境整備事業計画に基づく市道八日町五日町線の道路美装化工事。
人口減少や受診控えにより、令和８年度の患者数は入院・外来ともに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約５％の減少を見込み予算を編成。

市立小学校全児童の給食費が無償化になる見込み。（審査時点）

産後１年以内の母子を対象に、助産師が自宅を訪問して
　　　　　　　　　　　授乳指導や育児相　授乳指導や育児相談を行う「訪問型」を新たに開始する。

学校再編に伴うスクールバス路線拡充に合わせ、保護者がスマホアプリで
　　　　　　  スクールバスの現在地をリアルタイムで確認できる仕組みを導入。

住民の異動時に、住民異動届を記入する負担を軽減するため
　　　　　　　　　　　　「書かない・窓口システム」を導入する。

教員住宅の適正管理を行う。

委員会での審査内容
委員会での審査内容

委員会での審査内容

委員会での審査内容

委員会での審査内容

委員会での審査内容

委員会での審査内容

委員会での審査内容

問　市道八日町五日町線の道路美装化工事について、説明を。
答　新街なみ環境整備事業計画の中で，千国街道（塩の道）を中心

軸に位置付けている。八日町・五日町通りから、本通りに至
る部分が塩の道であり、舗装の補修要望もあることから、優
先的に整備を行う。

問　舗装工法で工夫する点は。
答　地元の意見をうかがい、塩の道をイメージできる舗装にする。

石張り風のデザインで、騒音と振動の低減をはかる。

問　収益を下方修正した理由は。コロナ禍以降の受診控えはどの
ような状態で表れているのか。

答　人口減少に比例した減少に加え、コロナ禍以降、軽症なら受
診せず自宅で療養する傾向が強まった。医師２名の退職予定
もあるが内科はチーム制で対応し、収益への影響は最小限に
留める方針だ。また、院長直轄の総合戦略室を立ち上げ、事
務部門の組織再編により経営強化を急ぐ。

問　完全に無償となる見込みか。
答　国の支給分はすでに決定している。市の公費負担分は物価高騰の交付金を活用し、

保護者負担は求めないことを検討している。

問　『訪問型』新設の理由、内容は。
答　宿泊型や通所型は外出の支度をすることが困難という声があり、

自宅での安定した育児を支援する。産後１年間で７回まで利用可能。

問　いつから使えるのか。
答　入学には間に合わないが、契約を進め年度内の早期稼働を目指す。

問　事業目的は。
答　転入・転出・出生などに関する申請書を網羅するもので、職員が対面で聞き取り、

入力を行うことで、申請書が作成できる運用方法を整える。

問　残置物処分の詳細は。八坂の住宅などは移住者向けに活用できないか、なぜ解体を選ぶのか。
答　入居率は約半数に留まっており、公売の手順を進めるために整理を行う。八坂の住宅はアスベスト含有

や建物の老朽化が激しく、維持コストを考え解体を選択した。今後は更地にした上で、売却や公用目的
での活用を企画財政課と協議し、適正な財産管理を進める。

問　具体的な内容は。
答　現在、市庁舎内には利用者向けの休憩スペースがないため、旧食堂を整備し活用する予定だ。

森林環境譲与税を導入し、木質カウンターやテーブル設置などを検討している。

一般会計 187億2,000万円　　企業・特別会計 127億5,060万円

大町市予算を可決特集 ▍令和８年３月定例会

「塩の道」道路・美装化工事
人件費、物価高騰により病院経営厳しく

小学校の給食費、無償化となるか⁉

産後ケア事業、訪問型の新設

バス現在置をスマホで確認可能に

市民課窓口のワンストップ化

市役所旧食堂を市民憩いの場に

利用していない教員住宅を順次処分へ

新街なみ環境整備事業
病院事業

小中学校給食費

妊娠・出産・育児の
切れ目のない支援事業

スクールバス
運行管理システム導入

書かない窓口構築

教員住宅管理事業

庁舎旧食堂木質化設計工事業務

9,839万円 60億5,537万円

1億1,462万円

298万円

119万円

5,568万円

427万円

652万円

～市の取り組みをもっと身近に～ 令和８年度予算の 紹介

令和８年度
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

個人質問

一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

大町市の17年間のふるさと納税総額は
16.7億円。豊丘村の単年度とほぼ同額

次代へ繋ぐ街なみ環境整備事業。
第一歩として整備が始まる五日町

サークル活動がさかんな平公民館 八坂地域全体で子育てを応援している
「たけのこ保育園」

収
入
増
と
、返
礼
品
開
発
で

地
域
経
済
を
ま
わ
せ

Ｑ　
令
和
6
年
度
決
算
に
お
け
る
当
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
1
億
9
千
万
弱
。

77
あ
る
県
内
自
治
体
に
あ
っ
て
は
34
番
目
、

決
算
額
に
対
す
る
比
率
は
１
％
程
度
で
49

番
目
。
県
内
財
政
類
似
団
体
と
比
し
て
か

な
り
低
い
。
分
析
検
証
は
し
て
い
る
か
。

Ａ　
農
産
物
の
生
産
に
限
り
が
あ
る
。

ま
た
、
知
名
度
の
向
上
に
力
を
尽
く
す
。

Ｑ　
制
度
所
管
は
企
画
財
政
課
だ
が
、

農
業
者
や
商
工
業
者
と
近
い
農
林
水
産
課

や
ま
ち
づ
く
り
産
業
課
等
が
返
礼
品
の
商

品
開
発
や
協
力
業
者
の
発
掘
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ　
返
礼
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
地
域

振
興
部
は
じ
め
各
担
当
課
で
一
層
力
を
入

れ
、
企
画
財
政
課
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

Ｑ　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
や

Ｑ　
第
５
次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
、

次
期
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
令
和
８
年
度
の

予
算
編
成
に
お
け
る
メ
リ
ハ
リ
あ
る
狙
い

と
市
長
の
覚
悟
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

の
未
来
へ
の
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
は
何
か
。

Ａ　
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
重
点
を
置

い
た
。
書
か
な
い
窓
口
導
入
や
子
育
て
支

援
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
へ
手
厚

く
資
源
を
配
分
し
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
と
未

来
へ
の
投
資
と
財
政
の
健
全
化
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
り
時
代
の
変
化
に
も
即
応
す
る
。

Ｑ　
民
間
の
知
見
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
市

の
課
題
解
決
に
生
か
す
た
め
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
「
人
材
派
遣
型
」
を
活
用

し
、
専
門
家
を
庁
内
に
迎
え
地
方
創
生
の

推
進
力
と
し
て
導
入
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　
実
質
的
な
財
政
負
担
な
し
で
民
間

の
専
門
人
材
を
任
用
で
き
、
市
役
所
庁
内

Ｑ　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
出
さ
れ
た
要

望
書
の
内
容
は
。

Ａ　
５
項
目
の
要
望
で
、
４
月
１
日
よ

り
施
行
す
る
大
町
市
体
育
施
設
及
び
管
理

に
関
す
る
要
望
で
あ
る
。
協
会
に
対
す
る

説
明
や
意
見
交
換
の
場
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
苦
言
を
い
た
だ
い
た
。
要
望

に
対
し
て
は
調
整
に
時
間
を
要
す
る
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
な
ど

速
や
か
に
検
討
し
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
回

答
す
る
。

Ｑ　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
定
期
的
な
意
見

交
換
を
求
め
て
い
る
が
実
施
は
可
能
か
。

Ａ　
最
低
で
も
月
に
一
度
、
意
見
交
換

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

Ｑ　
当
市
が
考
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

公
平
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
一
定
の
負

担
を
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　
へ
き
地（
八
坂
・
美
麻
）地
域
に
お

け
る
保
育
所
の
役
割
は
何
か
。

Ａ　
保
育
所
再
編
に
関
す
る
説
明
会
で

は
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
あ
っ
た
。
保
育

所
は
保
護
者
が
安
心
し
て
子
供
を
預
け
ら

れ
る
環
境
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
へ
き
地
に
お
い
て
も
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ　
地
域
に
保
育
所
の
あ
る
こ
と
が
、

移
住
定
住
先
を
選
択
す
る
上
で
重
要
な
要

件
と
な
る
。
へ
き
地
こ
そ
保
育
環
境
の
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
保
育
環
境

は
移
住
先
選
び
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

一
方
、
未
満
児
保
育
の
受
け
入
れ
が
不
十

分
で
転
入
希
望
者
の
相
談
に
応
じ
き
れ
な

い
課
題
が
あ
る
。
再
編
に
伴
う
幼
保
小
の

接
続
へ
の
不
安
や
不
登
校
対
策
の
重
要
性

も
踏
ま
え
、
説
明
会
で
の
意
見
を
真し
ん
摯し

に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
の
事
業
に

つ
い
て
寄
付
を
募
る
制
度
で
あ
る
。
岳
陽

高
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
、

登
山
道
整
備
は
観
光
文
化
課
、
そ
の
他
そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
で
魅
力
あ
る
事
業
を
市
外

に
発
信
し
寄
付
を
募
れ
な
い
か
。

Ａ　
市
の
事
業
の
魅
力
を
市
外
へ
発
信

し
、
制
度
の
活
用
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
実
現
可
能
な
長
期
計
画
と
具
体
的

な
短
期
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
令
和
13
年
度
に
は
寄
付
額
5
億
円

超
を
目
標
に
計
画
を
立
て
、
庁
内
連
携
と

事
業
者
と
の
協
力
を
強
化
し
て
い
く
。

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
組
織
の
意
識

改
革
に
も
資
す
る
有
効
な
制
度
と
認
識
し

て
い
る
。
市
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
な
ど
具
体

的
な
分
野
で
活
用
で
き
る
か
検
討
す
る
。

Ｑ　
街
な
み
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

属
人
的
に
な
ら
な
い
長
期
の
伴
走
体
制
の

構
築
と
、
市
長
が
思
い
描
く
十
年
後
の
大

町
市
の
ま
ち
な
み
の
未
来
の
姿
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
100
人
衆
会
議
等
と
連
携
し
客
観
的

か
つ
持
続
的
な
推
進
体
制
を
維
持
す
る
。

中
心
市
街
地
が
住
む
人
に
誇
ら
し
く
訪
れ

る
人
に
は
歩
き
た
く
な
る
空
間
と
し
て
定

着
し
自
律
的
に
維
持
さ
れ
る
街
を
創
る
。

Ｑ　
公
民
館
の
減
免
率
の
改
定
は
い
つ

頃
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
令
和
９
年
４
月
の
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　
使
用
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
、
維
持
管
理
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　
そ
う
で
は
な
い
。

Ｑ　
公
共
施
設
の
原
点
、
本
質
に
沿
っ

て
市
民
が
納
得
さ
れ
る
条
例
改
定
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　
学
校
、
社
会
教
育
は
、
す
べ
て
の

方
々
に
「
学
ぶ
機
会
」、「
つ
な
が
る
こ
と
」

を
提
供
し
て
い
く
の
が
教
育
行
政
の
大
事

な
部
分
で
あ
る
。
広
い
視
点
で
検
討
し
て

い
く
。

受
け
止
め
、
あ
り
方
検
討
会
で
方
向
性
を

示
し
た
い
。

災
害
時
の

ト
イ
レ
確
保
は
急
務

Ｑ　
災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
計
画
は
。

Ａ　
市
独
自
の
計
画
は
な
い
が
、
国
や

県
が
示
す
基
準
に
基
づ
い
て
、
簡
易
ト
イ

レ
等
の
備
蓄
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
災
害
に
備
え
て
、
家
庭
で
の
携
帯

ト
イ
レ
の
備
蓄
を
進
め
る
と
共
に
学
習
す

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

Ａ　
広
報
で
の
周
知
と
避
難
所
開
設
訓

練
等
の
機
会
を
通
じ
て
行
う
。

峻
嶺
会
　
　
傳で
ん

刀ど
う

　
健た
け
し

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お
竹た
け

　
真ま

千ち

子こ

市
民
ク
ラ
ブ
　
小お

澤ざ
わ

　
悟さ
と
る

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や

田た

　
一か
ず

男お

ふ
る
さ
と
納
税
、
本
気
出
せ

次
期
へ
の
橋
渡
し
、
市
長
最
後
の
予
算

健
康
増
進
と
学
習
の
機
会
を
奪
う
な

へ
き
地
こ
そ
保
育
所
が
必
要
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、

代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

若者世代が大町に戻り、家庭を築くことができる
取組が絶対に必要

20年ほど前の第７回から改善していない項目
が数多く目立つ

各地区の魅力を活かした、子育て・
移住施策等の重要性は高まる

病院を元気に

若
者
が
大
町
で
将
来
設
計
を

描
け
る
為
の
抜
本
的
改
善
を

Ｑ　
奨
学
金
の
利
用
実
態
が
な
い
。
問

題
の
検
証
と
改
善
へ
の
取
組
は
行
う
の
か
。

Ａ　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
は
あ
る
が
、

教
育
委
員
か
ら
の
指
摘
も
あ
り
貸
付
条
件

の
緩
和
や
周
知
方
法
も
含
め
利
用
し
や
す

い
制
度
へ
の
見
直
し
を
行
い
た
い
。

Ｑ　
県
の
奨
学
金
支
援
制
度
と
連
携
し
、

企
業
の
若
手
人
材
確
保
と
、
奨
学
生
の
負

担
軽
減
策
を
兼
ね
た
若
者
人
口
の
増
加
策

に
本
腰
を
入
れ
て
検
討
す
べ
き
時
期
と
考

え
る
が
。

Ａ　
地
元
企
業
等
へ
制
度
の
仕
組
み
を

周
知
す
る
と
共
に
、
若
者
の
移
住
定
住
へ

の
取
組
と
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の
人
口

増
に
向
け
た
施
策
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
移
住
定
住
者
へ
の
住
宅
取
得
に
課

題
が
あ
る
。
ど
う
対
策
を
し
て
ゆ
く
か
。

市
民
意
識
を
反
映
し
た
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
市
政
運
営
を

Ｑ　
市
民
意
識
調
査
は
ど
ん
な
位
置
づ

け
の
も
の
か
。

Ａ　
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を
合
理

的
に
と
ら
え
た
重
要
な
資
料
の
１
つ
。

Ｑ　
調
査
結
果
を
ど
の
よ
う
な
手
続
き

で
市
政
や
計
画
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
電
子
デ
ー
タ
を
全
庁
で
共
有
し
、

活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
各
種
計

画
に
も
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
反
映
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
続

き
は
あ
る
か
。

Ａ　
各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
、
ど
う

し
た
ら
よ
く
な
る
か
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　
過
去
か
ら
改
善
し
て
い
る
分
野
も

あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
分
析
し
て
い
る
か
。

Ａ　
重
要
度
が
高
い
施
策
と
し
て
取
組

ん
だ
成
果
が
出
て
い
る
。

Ｑ　
各
保
育
所
に
は
地
域
の
方
達
が
、

イ
ベ
ン
ト
、
草
刈
り
、
保
育
補
助
等
で
関

わ
っ
て
い
る
。
再
編
が
進
む
中
で
、
取
り

組
み
を
継
続
で
き
る
か
。

Ａ　
一
層
強
化
の
方
針
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
八
坂
地
区
で
は
川
手
地
区
か
ら
の

通
園
時
間
の
課
題
な
ど
が
解
決
さ
れ
て
い

な
い
。
再
編
に
お
い
て
の
対
応
は
。

Ａ　
重
要
な
課
題
と
認
識
。
再
編
案
は

確
定
で
は
な
い
。
慎
重
に
進
め
た
い
。

Ｑ　
根
本
の
課
題
は
保
育
士
不
足
。
岳

陽
生
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
進
路
予

定
で
保
育
士
が
３
位
。
奨
学
金

の
拡
充
等
で
き
な
い
か
。

Ａ　
受
入
体
制
の
強
化
と
就

職
に
つ
な
が
る
施
策
を
検
討
す

る
。Ｑ　

水
道
事
業
は
、
合
併
時

の
説
明
会
資
料
で
「
事
業
の
統

一
を
目
指
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
病
院
の
経
営
状

況
の
変
化
は
ど
う
か
。

Ａ　
平
成
29
年
度
「
資
金
不
足
比
率
」

が
22
％
を
超
え
、
経
営
は
極
端
に
悪
化
し
、

経
営
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
病
床
数
を
削
減
。
施
設
基
準
を
変

更
。
在
宅
療
養
支
援
な
ど
、
収
益
の
向
上

を
図
っ
た
。
医
業
費
用
の
適
正
化
に
も
取

り
組
ん
だ
。
平
成
30
年
度
は
約
５
億
円
の

赤
字
だ
っ
た
。

　
令
和
元
年
は
、
各
種
取
り
組
み
で
黒
字

と
な
っ
た
。
令
和
２
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
が

発
生
。
外
出
自
粛
で
患
者
は
減
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
対
応
で
、
国
か
ら
の
補
助
金
・
特

例
加
算
な
ど
で
黒
字
。
市
か
ら
の
借
入
も

４
億
円
追
加
さ
れ
、
資
金
不
足
は
解
消
し

た
。
そ
の
後
続
い
た
補
助
金
・
特
例
措
置

で
黒
字
を
維
持
。
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
が

終
息
に
向
か
い
、
補
助
金
が
縮
小
・
廃
止
。

令
和
６
年
度
は
１
億
３
千
万
円
の
純
損
失

Ａ　
８
年
度
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

採
用
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
組
を
進
め

る
。
土
地
取
得
問
題
に
は
土
地
開
発
公
社

等
に
よ
る
市
有
地
の
売
却
も
含
め
、
若
者

世
代
の
定
住
策
に
繋
が
る
検
討
を
し
た
い
。

Ｑ　
出
産
に
は
経
済
的
負
担
も
大
き
い

第
一
子
へ
の
出
産
祝
い
金
の
増
額
を
再
度

検
討
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
現
状
で
は
増
額
は
検
討
し
て
い
な

い
。
子
育
て
施
策
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
持

続
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
出
産
・
子
育

て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ　
74
項
目
あ
る
施
策
の
中
で
重
点
項

目
は
39
も
あ
る
。
も
っ
と
絞
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
各
種
意
見
を
踏
ま
え
て
洗
い
出
し

た
必
要
な
も
の
。
多
く
も
少
な
く
も
な
い
。

Ｑ　
同
じ
重
点
項
目
で
も
長
い
間
停
滞

し
て
い
る
項
目
も
あ
る
。
違
い
は
何
か
。

Ａ　
努
力
は
し
て
い
る
が
す
ぐ
に
効
果

の
出
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ　
そ
う
は
言
っ
て
も
第
７
回
か
ら
数

え
る
と
20
年
経
つ
。
具
体
的
な
対
策
を

打
っ
た
例
は
あ
る
か
。

Ａ　
毎
年
度
見
直
し
を
行
う
実
施
計
画

の
策
定
や
予
算
編
成
に
反
映
し
て
い
る
。

予
定
は
。

Ａ　
合
意
の
精
神
の
文
言
と
理
解
。
諮

問
中
の
審
議
会
の
答
申
を
受
け
取
り
組
む
。

Ｑ　
美
麻
地
区
か
ら
は
※
１
「
美
遊
」

の
地
域
拠
点
活
用
・
整
備
を
求
め
る
答
申

が
出
て
い
る
。
進
め
ら
れ
な
い
か
。

Ａ　
今
年
早
い
時
期
に
検
討
会
を
開
催

し
ト
イ
レ
の
改
修
を
含
め
た
方
向
性
を
固

め
る
。

Ｑ　
独
自
の
移
住
施
策
等
が
求
め
ら
れ

る
中
、
※
２
住
民
自
治
組
織
や
連
合
自
治

会
へ
の
支
援
を
強
化
で
き
な
い
か
。

Ａ　
地
区
ご
と
に
特
色
を
活
か
し
た
取

組
が
展
開
で
き
る
よ
う
支
援
に
努
め
、
総

合
戦
略
の
中
で
地
域
の
担
い
手
と
し
て
施

策
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

と
な
っ
た
。
預
金
も
大
幅
減
で
現
在
に
至

る
。Ｑ　

病
院
長
が
経
営
に
か
ま
け
る
こ
と

は
損
失
。
経
営
は
経
営
の
プ
ロ
パ
ー
を
養

成
す
べ
き
で
、
院
長
は
医
療
に
集
中
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ　
（
市
長
）藤
本
先
生
は
病
院
長
と
事

業
管
理
者
の
重
要
職
責
を
担
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
病
院
の
状
況
を
考
え
る
と
、
医

療
と
経
営
の
切
り
離
し
は
困
難
。
一
方
、

藤
本
先
生
ひ
と
り
で
は
適
切
で
は
な
い
と

思
う
。
こ
の
４
月
か
ら
総
合
戦
略
室
を
設

置
し
機
能
を
強
化
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
西に
し

澤ざ
わ

　
和た
か

保ほ

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
植う
え

松ま
つ

　
悠ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か
村む
ら

　
直な
お
人と

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
髙た
か
橋は
し

　
正た
だ
し

　　　　　
※１　美遊：ぽかぽかランド美麻に隣接する多目的交流施設。
※２　住民自治組織：地区住民が主体となり、地域課題の整理や事業実施を担う組織（地域づくり協議会・会議等）。

用語解説※

市
民
が
望
む
具
体
的
な
市
政
運
営
を

奨
学
金
制
度
等
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

合
併
20
年
、
地
域
の
特
色
を
活
か
せ

病
院
を
元
気
に
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
追
跡
リ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

税⾦の使い道として芸術祭は適切なのか、
市⺠的な議論が必要だ

真の再発防止には、市民目線に立った真相究
明が不可欠だ

長野県の発達障がい支援のシンボル、「結
ゆい

マーク」子どもたちの「やりたい、楽しみたい」を
どう叶えていくのか

Ｑ　
受
益
者
負
担
の
基
本
的
な
考
え
方

と
導
入
基
準
は
何
か
。

Ａ　
利
用
す
る
人
と
し
な
い
人
の
負
担

の
公
平
性
確
保
が
基
本
で
あ
り
、
公
共
性

と
市
場
性
の
視
点
か
ら
判
断
す
る
。

Ｑ　
税
に
よ
る
共
通
負
担
と
の
関
係
は

ど
う
整
理
す
る
の
か
。

Ａ　
施
設
の
目
的
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

応
じ
、
公
費
と
受
益
者
負
担
の
割
合
を
設

定
し
て
い
る
。

Ｑ　
学
童
保
育
の
利
用
料（
月
額
千
円
）

導
入
の
理
由
は
何
か
。

Ａ　
利
用
者
負
担
の
公
平
性
や
持
続
可

能
な
運
営
の
観
点
か
ら
導
入
し
、
財
政
効

果
は
約
４
％
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
利
用
控
え
や
低
所
得
世
帯
へ
の
影

響
は
な
い
か
。

Ａ　
現
時
点
で
利
用
減
は
見
込
ま
れ
て

お
ら
ず
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の
減
免

Ｑ　
牛
越
市
長
が
諮
問
し
た
、
大
町
市

官
製
談
合
防
止
等
対
策
委
員
会
は
、「
大

町
市
発
注
工
事
に
係
る
官
製
談
合
等
の
原

因
分
析
及
び
再
発
防
止
に
関
す
る
報
告
書

（
以
下
報
告
書
）」
を
公
表
し
た
。
こ
の
報

告
書
の
電
気
工
事
の
地
域
要
件
の
見
直
し

の
項
目
に
、「
30
～
40
年
前
か
ら
公
共
工

事
の
落
札
業
者
を
事
前
に
決
め
る
こ
と
が

慣
例
で
あ
っ
た
」
と
証
言
を
記
載
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
市
民
本
位
の
立
場

か
ら
解
明
す
る
べ
き
だ
。

Ａ　
捜
査
権
も
何
一
つ
な
い
行
政
に
お

い
て
、
こ
れ
以
上
の
解
明
は
不
可
能
で
あ

り
、
行
わ
な
い
。
関
係
事
業
者
に
対
す
る

調
査
を
実
施
し
た
が
解
明
に
つ
な
が
る
内

容
は
承
知
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
同
じ
く
こ
の
裁
判
で
「
談
合
の
仕

切
り
役
が
存
在
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
事
前

に
工
事
の
受
注
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
」

Ｑ　
地
域
展
開
推
進
計
画
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
選
定
は
。

Ａ　
す
で
に
地
域
ク
ラ
ブ
に
な
り
う
る

よ
う
な
団
体
が
あ
っ
た
た
め
、
選
定
し
て

い
な
い
。

Ｑ　
運
営
団
体
や
実
施
団
体
の
候
補
は

ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
、
最
終
的
に
想
定

し
て
い
る
役
割
分
担
と
責
任
範
囲
は
。

Ａ　
学
校
部
活
動
地
域
展
開
推
進
協

議
会
が
運
営
団
体
と
し
て
事
務
を
担
当

し
、
実
施
主
体
で
あ
る
地
域
ク

ラ
ブ
の
指
導
者
確
保
や
育
成
管

理
、
活
動
場
所
の
確
保
調
整
業

務
な
ど
、
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
業
務
を
担
い
、
運
営
団
体
に

属
す
る
地
域
ク
ラ
ブ
運
営
全
般

に
お
い
て
責
任
を
担
う
。

Ｑ　
指
導
者
研
修
、
保
険
、

報
酬
等
の
支
援
策
は
。

Ｑ　
発
達
障
が
い
を
「
多
様
性
」
と
捉

え
る
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
視
点

を
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
？

Ａ　
脳
や
神
経
に
由
来
す
る
様
々
な
特

性
の
違
い
を
、
多
様
な
個
性
と
捉
え
、
こ

の
違
い
を
社
会
の
中
で
活
か
し
て
い
こ
う

と
す
る
考
え
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
、
障

が
い
者
福
祉
に
限
ら
ず
、
市
の
あ
ら
ゆ
る

施
策
に
活
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
多
く
の
市

民
が
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
発
達
障

が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や

啓
発
活
動
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
具
体
的
な
啓
発
活
動
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

Ｑ　
発
達
障
が
い
は
乳
幼
児
期
か
ら
成

人
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
が
不

可
欠
だ
。
そ
の
た
め
の
「
※
３
発
達
支
援

地
域
ケ
ア
パ
ス
」
の
整
備
が
重
要
だ
。

制
度
を
設
け
て
い
る
。

Ｑ　
芸
術
祭
へ
の
市
の
支
出
総
額
は
。

Ａ　
負
担
金
は
約
５
億
９
千
６
百
万
円
、

関
連
経
費
を
含
め
約
７
億
円
で
あ
る
。

Ｑ　
費
用
対
効
果
は
ど
の
よ
う
に
検
証

し
て
い
る
か
。

Ａ　
観
光
消
費
額
や
経
済
波
及
効
果
の

試
算
、
来
訪
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り

評
価
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
民
生
活
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
て
い
る
か
。

Ａ　
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
各
施
策
は

い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。

と
証
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

市
長
は
ど
の
様
な
確
認
を
し
て
い
る
か
。

Ａ　
同
じ
入
札
に
参
加
し
た
企
業
に
は

市
が
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。
非
公

表
と
い
う
大
前
提
で
調
査
し
て
い
る
の
で
、

内
容
は
公
表
し
な
い
。
事
実
に
つ
い
て
聞

き
取
り
は
し
て
い
る
。
談
合
情
報
に
つ
い

て
は
、
国
で
そ
の
場
合
の
ス
キ
ー
ム
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、

地
裁
で
陳
述
の
あ
っ
た
。
そ
の
段
階
で
県

警
が
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
捜
査
権
の
な

い
市
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
が
現
状

だ
。

Ａ　
認
定
ク
ラ
ブ
指
導
者
に
は
活
動
に

応
じ
て
、
指
導
者
謝
金
を
支
払
う
。

推
進
協
議
会
主
催
の
指
導
者
研
修
会
の
開

催
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　
中
学
校
の
教
員
が
地
域
ク
ラ
ブ
の

指
導
者
と
な
る
場
合
は
職
務
兼
業
が
で
き

る
の
か
。
ま
た
周
知
は
し
て
い
る
か
。

Ａ　
指
導
者
資
格
が
あ
り
、
や
る
気
が

あ
れ
ば
、
兼
業
届
に
よ
り
報
酬
が
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
周
知
不
足
で
あ
る
。

Ｑ　
施
設
の
使
用
料
は
予
約
者
に
よ
っ

て
料
金
が
発
生
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
部
活
動
で
申
し
込
ん
だ
か
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
で
申
し
込
ん
だ
か
で
料
金
に
差

が
生
じ
る
。
誤
解
が
あ
り
保
護
者
に
は
説

明
し
て
い
る
。

Ａ　
伊
那
市
な
ど
の
先
進
事
例
を
参
考

に
検
討
を
進
め
る
。

Ｑ　
精
神
障
が
い
者
の
支
援
に
お
い
て

は
、
専
門
的
知
識
が
な
け
れ
ば
正
し
い
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ

悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
危
惧
さ
れ

る
。
ぜ
ひ
、
専
門
職
ま
た
は
経
験
豊
か
な

人
材
の
配
置
と
と
も
に
、
人
材
育
成
の
強

化
を
求
め
る
。

Ａ　
現
在
、
市
に
は
専
門
職
は
い
な
い

が
、
福
祉
事
務
所
と
し
て
は
組
織
的
な
対

応
に
よ
り
相
談
・
支
援
に
努
め
る
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
栗く
り
ば
や
し林

　
陽よ
う

一い
ち

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま
本も
と
み
ゆ
き

太お
お
田た

　
昭し
ょ
う
じ司

　　　　　
※３　発達支援地域ケアパス：発達に特性のある子どもとその家族が、乳幼児期から成人期まで、医療、福祉、教育、
　　　　　　　　　　　　　　就労等の支援を切れ目なく受けられる連携支援体制。

用語解説※

官
製
談
合
事
件
・
真
相
究
明
は

受
益
者
負
担
と
芸
術
祭
を
問
う

部
活
動
は
教
育
の
一
環
で
は
な
い
の
か

発
達
障
が
い
の
理
解
と
意
識
啓
発
を
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次
ペ
ー
ジ
は
、
意
見
交
換
会
報
告
、
お
知
ら
せ
と
、
常
任
委
員
会
報
告

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
欄
は
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

土地の買い上げまでに10年もかかれば高齢者
は再出発できない

令和７年度鳥獣対策優良表彰

小澤　悟

中牧　盛登

大竹 真千子

追跡
リポート

実施済

検討中

検討中

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

Ｑ　
昨
年
12
月
の
松
糸
道
路
の
発
表
と

同
時
に
道
路
隣
地
の
売
買
は
減
り
、
明
ら

か
に
取
引
価
格
も
安
く
な
り
流
動
性
そ
の

も
の
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
該
当
の
市
民

に
対
し
て
固
定
資
産
税
の
減
額
を
検
討
す

べ
き
だ
。「
70
歳
を
過
ぎ
た
高
齢
者
に
と
っ

て
い
つ
土
地
建
物
の
買
い
上
げ
が
あ
る
の

か
分
か
ら
な
い
中
、
80
歳
過
ぎ
て
か
ら
の

引
っ
越
し
や
生
活
の
立
て
直
し
は
、
大
変

不
安
だ
」
と
の
声
も
あ
る
。
長
野
県
に
は

希
望
す
る
市
民
に
対
し
て
土
地
の
買
い
上

げ
を
早
め
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
進
言
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
固
定
資
産
税
減
額
の
措
置
が
で

き
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
日
照
や
騒
音
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
松
糸
道
脇
の
市
民
に
対

し
て
固
定
資
産
税
減
額
相
当
の
給
付
金
の

支
給
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。
松
糸
道
路
は

国
や
長
野
県
の
事
業
だ
が
道
路
近
隣
市
民

は
ほ
と
ん
ど
が
大
町
市
民
だ
。
従
っ
て
そ

の
辛
い
悲
し
い
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
の

も
市
職
員
の
皆
さ
ん
し
か
い
な
い
。

Ａ　
固
定
資
産
税
の
減
額
は
地
方
税
法

に
基
づ
き
、
将
来
に
つ
い
て
の
評
価
減
額

は
で
き
な
い
。
議
員
提
案
の
給
付
金
に
つ

い
て
は
、
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

同
様
の
給
付
金
の
事
例
が
な
い
上
に
、
財

源
も
必
要
な
た
め
、
容
易
に
は
実
現
で
き

な
い
。
将
来
に
不
安
を
抱
え
る
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
用
地
補
償
や
住
み
替
え

な
ど
将
来
へ
の
確
か
な
道
筋
を
描
け
る
よ

う
に
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
職
員
一

同
力
を
尽
く
す
。

堀ほ
り

　
堅け
ん

一い
ち

Ｑ　
持
続
可
能
な
大
町
農
業
の
再
生
は
。

Ａ　
農
業
は
基
幹
産
業
だ
が
、
高
齢
化

に
よ
る
離
農
や
担
い
手
の
確
保
不
足
、
生

産
資
材
の
高
騰
、
農
業
所
得
の
不
安
定
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
地
域
経
済
の
発

展
や
食
料
基
盤
の
確
立
を
図
る
と
共
に
農

業
の
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現
す
る
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
国
の
農
業

施
策
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
、
第
６
次
総
合
計
画
に

反
映
さ
せ
、
大
町
市
の
基
幹
産
業
と
し
て

大
町
農
業
を
明
確
に
位
置
付
け
た
い
。

Ｑ　
高
齢
化
対
策
、
担
い
手
対
策
は
。

Ａ　
新
規
就
農
者
の
確
保
対
策
と
し
て

は
、
経
営
開
始
資
金
、
経
営
発
展
支
援
事

業
を
利
用
し
て
の
新
規
就
農
者
を
確
保
す

る
と
共
に
、
農
林
水
産
課
と
ま
ち
づ
く
り

産
業
課
が
連
携
し
、
移
住
者
等
の
就
農
相

談
会
を
開
催
し
、
当
市
の
魅
力
と
就
農
環

境
を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
就
農
希
望
者

の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、
担
い
手
の
確
保

に
務
め
る
。
加
え
て
、
支
援
対
策
と
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
省
力
化
技
術
の
導
入
や

中
核
農
家
や
集
落
営
農
組
織
、
新
規
就
農

者
な
ど
の
連
携
対
策
の
構
築
に
努
め
る
。

Ｑ　
有
害
鳥
獣
対
策
は
。

Ａ　
農
業
被
害
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
よ
り
捕
獲
数
が
増
え
、
被

害
額
は
３
分
の
１
に
減
っ
て
い
る
が
、
二

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
額
、
生
息
数
が
増

加
し
て
お
り
、
被
害
防
除
対
策
や
個
体
調

整
を
複
合
的
に
実
施
す
る
。
国
の
重
点
支

援
地
方
交
付
金
で
、
有
効
な
支
援
策
と
な

る
よ
う
、
市
と
し
て
検
討
す
る
。

峻
嶺
会
　
一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で
章あ
き

一般質問で「検討する」と答弁があったあの質問。
その後の進捗はどうなっているのか追跡調査します。

気軽に使用できる状態ではない。
駐車場の使用方法の看板設置を求める。

安全面や適正な管理運営をする。

現状の循環線は、利便性を考えたコース
設定になっていないので見直したい。

多くの高齢者が暮らしている市街地で、
市民バスの利用者が少ないのはなぜか。

投資流入や乱開発に備え、適正な土地利用の
誘導と規制を図る条例を制定する考えはないか。

観光地として適正に利用できるように管理運営をする。

市民バス全体の現状と課題を分析し、令和８年度から９年度に
かけて、運行方法やルートの見直しをする。

松糸道路のルートや都市計画の決定後、今後の土地利
用の状況を踏まえて条例制定を検討する。

市
民
の
悲
し
み
辛
さ
に
寄
り
添
う
為
に

大
町
農
業　
静
か
な
崩
壊
に
向
か
う

あの質問はどうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

　木崎湖市営駐車場の適正利用を

　便利な市民バスへの改善を　便利な市民バスへの改善を

　土地の乱開発を防ぐ手立てを講じよ

親しみやすい親しみやすい
木崎湖へ改善を木崎湖へ改善を

市街地循環線の市街地循環線の
改善を願う改善を願う

土地利用に関する土地利用に関する
条例制定に向けた考えは条例制定に向けた考えは

看板等の設置を
検討する

循環線の運行コースに
課題あり

現行法での対応と
条例制定の検討

令和６年度に看板を設置

市民バス全体のあり方を再検討する

都市計画決定後に条例制定を検討

最低限のルールは
必要。
市民・観光客に、
周知徹底を

市民バス担当者の
動きに期待する

乱開発を防ぎ良好な
景観を守るため、
条例制定の
早期検討を望む

用途区域外は既存法令で対応し、不十分な場合は地区計画等を活用。用途区域外は既存法令で対応し、不十分な場合は地区計画等を活用。
条例は松糸道路の計画決定後の土地利用状況を踏まえ制定を検討中である。条例は松糸道路の計画決定後の土地利用状況を踏まえ制定を検討中である。

令和５年９月定例会の一般質問

令和６年９月定例会の一般質問

令和６年６月定例会の一般質問
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

議
案
第
16
号

大
町
市
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

大
町
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

議案の概要

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
新

設
に
よ
り
、
寄
付
金
を
基
金
に
積

み
立
て
、
翌
年
度
以
降
の
地
方
創

生
の
取
組
み
に
活
用
す
る
。

議
会
の
議
決
に
よ
り
締
結
し
た
契
約
の
う

ち
、
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
増
額

又
は
減
額
す
る
契
約
金
額
が
、
変
更
前
の

契
約
金
額
の
10
％
以
内
の
も
の
は
、
議
会

の
議
決
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
条

例
改
正
で
あ
る
。

企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税

基
金
新
設

契
約
金
額
の
10
％
以
内
は

議
決
不
要

point !

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に

付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

大町・平・常盤・社地区参加者13名

（３月末辞職）

美麻地区参加者10名 八坂地区参加者19名

委
員
会
審
査

Ｑ　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
対
象
と
な

り
う
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ａ　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
と
な
る
事

業
と
は
、
総
合
戦
略
に
搭
載
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

芸
術
祭
、
学
校
跡
地
の
利
活
用
、
山
岳
博
物
館
の

附
属
園
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
興
味
を
引
く
事
業
を
明
確
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
し
、
寄
付
金
を
集
め
た
い
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
議
会
へ
の
報
告
の
有
無
は
。

Ａ　
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
定
期
的
に
報
告
を

行
う
。

Ｑ　
複
数
回
の
変
更
契
約
が
生
じ
た
場
合
の
取
扱
い
は
。

Ａ　
当
初
契
約
に
対
し
、
10
％
を
超
え
た
段
階
で
議
決

が
必
要
と
な
る
。

議会モニター制度が
はじまります

  
「
話
そ
う
」

「
話
そ
う
」  「
聞
こ
う
」

「
聞
こ
う
」  「
つ
な
が
ろ
う
」

「
つ
な
が
ろ
う
」

み
ん
な
の
ギ
カ
イ

み
ん
な
の
ギ
カ
イ

　新たな広聴活動への挑戦「議会モニター制度」が６月定例会から動き出します。
　市議会だよりは、市民に伝わるものになっているのか、市民の意見は議会で反
映されているのか等々、当市の未来を担う４５歳以下の若い世代の方々から率直
なご意見をいただき、議会活動に活かしてまいります。
　議会モニターは、女性６名、男性３名、全体で９名の応募があり、委嘱しました。

委 員 長　山本 みゆき
副委員長　大和　幸久

西澤　 和保　　　傳刀　　 健
一本木 秀章　　　堀　　 堅一
太田　 昭司　　　中村　 直人
大竹 真千子　　　栗林　 陽一
宮田　 一男　　　小澤　　 悟
中牧　 盛登　　　二條　 孝夫
髙橋　　 正　　　植松 悠一郎

　特別委員会は、必要に応じて特定の案件
を審査するため本会議の議決により、臨時
に設置される委員会です。その案件の審査
が終了すれば委員会は解散します。
　令和 8年 2 月 25 日に総合計画特別委員
会を設置しました。現在の第 5次総合計画
は令和 8年度が最終年のため、まず第 5次
計画を検証し、その結果を踏まえて次期総
合計画への提言を行います。総合計画は市
の最上位の 10 年間のまちづくり計画であり、市民との意見交換会や政策提言を通じて、皆
さんの声を反映した計画づくりを進めます。今後、市民の皆さんとの意見交換会も行う予定
です。その際はぜひご参加いただき、ご意見をお寄せください。

　

令
和
８
年
２
月
、
意
見
交
換

会
を
大
町
・
平
・
常
盤
・
社
地
区
、

八
坂
地
区
、
美
麻
地
区
の
市
内

３
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
各

会
場
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
が

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
は
じ
め
に

傳
刀
議
長
か
ら
議
会
報
告
が
あ

り
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
募
集
や
市

民
の
声
を
届
け
る
議
員
の
数
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
意

見
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は

地
域
課
題
に
関
す
る
多
様
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
３
会
場
で
合

わ
せ
て
42
名
が
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
整
理
し
て
行
政
へ
送
付
し
、

回
答
は
後
日
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま
す
。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が

議
員
が
質質た

だ
た
だ

し
た
し
た
33
月月
定
例
会

定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

01
PROJECT

市民と議会の意見交換会の開催報告

総合計画
特別委員会を設置

総合計画
特別委員会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
36
号

議
案
第
17
号

陳
情
第
２
号

令
和
８
年
度
大
町
市
一
般
会
計
予
算

大
町
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
４
回
目
の
実
施
に
つ
い
て
、
市
民
や

市
職
員
の
声
を
取
り
入
れ
た
う
え
で
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

３月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る

施
策
の
見
直
し
を

　
市
街
地
を
通
過
す
る
松
糸
道
路
は
人
口
流
失
を
招

き
、
保
育
所
再
編
は
移
住
定
住
策
と
の
整
合
性
を
欠

く
。（
宮
田　
一
男
）

市
民
負
担
増
と
予
算
の
在
り
方

　
公
民
館
・
学
童
保
育
利
用
料
と
芸
術
祭
予
算
に
反

対
。
市
民
負
担
増
と
予
算
の
配
分
に
偏
り
が
見
ら
れ

る
点
を
指
摘
し
基
礎
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
。

（
栗
林　
陽
一
）

市
民
の
声
を
聴
く
市
政
を

　
景
観
配
慮
を
無
視
し
た
高
規
格
道
路
市
街
地
ル
ー

ト
の
押
し
付
け
。
補
助
金
削
除
の
検
証
が
な
い
第
４

回
芸
術
祭
計
画
見
直
し
を
。（
大
和　
幸
久
）

上
限
規
程
を
含
め
た
検
証
が
必
要

　
条
例
改
正
の
必
要
性
は
理
解
す
る
。
制
度
設
計
を
検
証
、
精
査

の
う
え
、
再
提
出
し
て
ほ
し
い
。（
植
松　
悠
一
郎
）

課
題
反
映
の
努
力
を
評
価
す
る

　
報
告
書
等
は
批
判
に
正
直
に
応
え
、
今
後
の
方
針
と
し
て
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
市
民
発
の
活
動
を
重
視
し
た
継
続
を
望
む
。

（
中
村　
直
人
）

地
域
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
芸
術
祭

　
芸
術
祭
の
開
催
は
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
将
来
の
可
能
性
を
広

げ
て
い
く
た
め
の「
文
化
的
な
投
資
」で
あ
る
。（
太
田　
昭
司
）

次
代
を
見
据
え
た
実
効
的
予
算

　
厳
し
い
財
政
下
だ
が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
で
地
域

経
済
を
支
え
、
将
来
の
負
担
軽
減
や
新
財
源
確
保
を

見
据
え
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
予
算
。（
大
竹　
真
千
子
）

新
年
度
予
算
は
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
現
実
的
な
選
択
で
あ
る

　
第
５
次
総
合
計
画
の
計
画
達
成
に
向
け
て
、
重
点

施
策
の
着
実
な
事
業
執
行
を
期
待
す
る
。

（
山
本　
み
ゆ
き
）

時
代
背
景
に
合
致
せ
ず
改
正
が
必
要

　
資
材
高
騰
や
工
事
の
遅
延
の
防
止
と
、
旧
下
請
法
の
厳
格
化
に

よ
る
無
駄
な
補
償
費
用
は
市
民
益
に
反
す
る
。（
西
澤　
和
保
）

市
民
の
声
で
芸
術
祭
を
検
証

　
芸
術
祭
の
継
続
可
否
は
、
市
民
と
職
員
の
声
を
踏
ま
え
、
立
ち

止
ま
っ
て
検
証
す
べ
き
。（
栗
林　
陽
一
）

今後の議会のあり方について
話し合いませんか？

お気軽にご参加ください

実 施 日：令和８年６月１日(月)　午後６時〜
参加対象：大町市全域の住民の方
場　　所：大町市総合福祉センター　大会議室 (2階)

どのくらいの
報酬があれば、
若者も立候補を
できるのか…

令和８年３月定例会
提出案件の審議結果
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

植
松
悠
一
郎

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

議案第17号 大町市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関
する条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 原案可決

議案第36号 令和８年度大町市一般会計予算 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
陳情第１号 業務報酬基準の準拠と業務内容の明確化を求める陳情 ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● 不採択

陳情第２号 北アルプス国際芸術祭４回目の実施について、市民や市職員の
声を取り入れたうえでの見直しを求める陳情 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で同意・可決された案件
議案番号 案件 結果
議案第６号 教育長の任命について 同意
議案第７号 公平委員会委員の選任について 同意
議案第８号 大町市過疎地域持続的発展計画の策定について 原案可決
議案第９号 大町市辺地総合整備計画の策定について 原案可決
議案第10号 工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決
議案第11号 市道路線の認定について 原案可決
議案第12号 大町市行政手続条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第13号 大町市一般職の職員の給与に関する条例及び大町市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第14号 大町市職員の育児休業等に関する条例及び大町市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を
改正する条例制定について 原案可決

議案第15号 大町市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第16号 大町市基金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第18号 大町市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制
定について 原案可決

議案第19号 大町市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例制定について 原案可決

議案第20号 大町市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第21号 大町市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定について 原案可決
議案第22号 大町市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定について 原案可決
議案第23号 大町市附属機関に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第24号 大町市火入れに関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第25号 大町市営駐車場条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第26号 大町市水道事業等企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第27号 大町市公共下水道条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第28号 大町市スポーツ施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第29号 大町市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第30号 令和７年度大町市一般会計補正予算（第10号） 原案可決
議案第31号 令和７年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第32号 令和７年度大町市水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第33号 令和７年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第34号 令和７年度大町市温泉引湯事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第35号 令和７年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第37号 令和８年度大町市国民健康保険特別会計予算 原案可決
議案第38号 令和８年度大町市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第39号 令和８年度大町市水道事業会計予算 原案可決
議案第40号 令和８年度大町市公営簡易水道事業会計予算 原案可決
議案第41号 令和８年度大町市温泉引湯事業会計予算 原案可決
議案第42号 令和８年度大町市公共下水道事業会計予算 原案可決
議案第43号 令和８年度大町市農業集落排水事業会計予算 原案可決
議案第44号 令和８年度大町市病院事業会計予算 原案可決

討論討論
沸騰!!沸騰!!

議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

市民との意見交換会を開催します
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みみんなのひろばんなのひろば

本会議の
生中継

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　

今
春
、
本
市
で
は
統
廃
合

を
経
て
、
新
小
学
校
二
校
が

開
校
し
ま
し
た
。

　

学
び
舎
の
風
景
が
変
わ
る

子
、
通
い
慣
れ
た
校
舎
で
再

出
発
す
る
子
、
皆
が
新
た
な

環
境
で
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る

よ
う
、
議
会
も
そ
の
歩
み
を

全
力
で
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
大
竹
真
千
子
）

❶
今、大町で色々なボランティ
アに取り組んでいます。特
に美麻の子どもたちの学習
のお手伝いなど。

❷
このエリアで家を探してい
たら、ちょうど美麻に理想
の家が見つかったから。

❸
人が好き！大町にはいいひ
とが多い。美麻の人は「全員
友達」！そして、綺麗な景色
がたくさんあるところ。

❶
自国でエンジニアの仕事を
していて、今は大町でリモー
トで仕事をしています。

❷
スキーやスノーボードが好
きで大町へ来ました。大町
は人混みが少なく静かで過
ごしやすいです。

❸
水も景色も綺麗で、森に行
くと鹿や鳥など動物に会え
ること！特に鷹狩山が好き
です。

❶
常盤地区でインドネパールレストランを
経営しています。

❷
先に松本に来ていた弟を頼って大町へ来
ました。最初は「名店街」でお店をやって
いました。

❸
なんと言っても山！高瀬ダムからの景色
は、特に故郷のネパールの山に似ています。

　今回の取材では、大町市で約30年間活動を続けられている
「日本語教室」（代表：川上佐貴子さん）にご協力いただきました。
大変ありがとうございました。

Vol.32Vol.32

議会だより編集委員
【委員長】　小澤　悟　　【副委員長】　栗林陽一
【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　大和幸久

○開　　会  ５月19日（火） 午前10時〜
○一般質問  ６月３日（水） ～６月５日（金）
○最 終 日  ６月16日（火） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は海外の国から大町市へ移り住んだ人たちにインタビューしました。

エリック・マクドナルドさん
（72歳）
カナダ出身

（2021年から在住）

秦
シン

 克
ケチャオ

超さん
（38歳）

オーストラリア出身
（2024年から在住）

レグミ・ナンダ・ラージョさん（写真中央）
（58歳）
ネパール出身

（2013年から在住）

次回６月定例会予定

傍聴にお越しの際は

海外出身の
みなさん

❶自己紹介
❷大町を選んだ理由は？
❸大町の好きなところは？


